
技術開発本部の中山です。本日は多くの方にご聴講いただき、本当にありがとうございます。私の方

からは富士電機の研究開発戦略についてご説明させていただきます。

この5月に2026年度中期経営計画を発表させていただきました。その中でR&Dについても若干触れ

ておりますが、本日は改めまして具体的な戦略をご説明させていただきたいと思います。
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富士電機の研究開発の基本方針は、パワー半導体とパワーエレトロニクスに先端のデジタル技術を融

合し、新たな顧客価値の創出と社会課題の解決に挑戦することです。

具体的には、富士電機のコア技術であるパワー半導体、パワーエレクトロニクス、計測制御技術、冷

熱技術をベースに、これらを支えるアナログとデジタルの先端技術・共通基盤技術を組み合わせ、創

エネルギー、エネルギー安定供給、省エネルギー、自動化、モビリティの電動化などのコンポーネント、シ

ステム、ソリューションの提供に貢献します。
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富士電機の研究開発体制についてご説明いたします。

製品開発の役割として、各事業本部に開発統括部または開発部を設け、製品開発から製品固有

の要素技術開発、製品固有のプラットフォームの開発を進めております。

技術開発本部と生産・調達本部は、先端・共通基盤技術開発の役割を担っています。

技術開発本部の新製品開発プロジェクト室や二つの研究所、生産・調達本部の生産技術センター

で、先端要素技術や全社共通の基盤技術、プラットフォーム技術の開発、および技術マーケティング

を進めています。
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研究開発戦略をご説明する前に、まず前中期経営計画の2019年度から2023年度の振り返りをご

紹介したいと思います。

研究開発方針として、顧客価値の創出と売上・利益の拡大を実現する効率的な研究開発の推進

を掲げ、新製品の投入や海外向け新製品開発の加速、社会課題解決に向けた技術開発の強化を

進めてきました。

研究開発費については、2014年度以降の５年間で累計1,752億円を投じましたが、前中期経営計

画の５年間では1,740億円でほぼ横ばいとなりました。様々な事業環境やコロナウイルス感染症の影

響もありましたが、効率化を進めるなどして、必要な開発はきちんと進めました。

新製品売上高については、特にエネルギー、インダストリー、半導体に重点的に投資したことで、これら

が牽引する形で大きく伸長しました。

連結売上高は1兆1,032億円となりましたが、新製品売上高が一つの原動力となったと評価していま

す。
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2019年から2023年の5年間で、顧客価値を起点とした業界初や業界トップの多くの製品や技術を

開発してきました。ここにお示ししているものは代表的なものでございますが、この5年間で約200の新

製品を発売しました。

5



6



次に研究開発戦略について説明します。

まず当社を取り巻く環境変化と機会について説明すると、環境変化として、脱炭素やデジタル技術

の進化、サーキュラーエコノミーの推進が認識されています。その中で、GX関連市場の拡大や顧客DX

に向けた新たな価値・ビジネスモデルの進展、DX推進による生産性向上などが新たな事業機会にな

るものと認識しています。
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これは5月の中期経営計画説明会におけるご説明資料の抜粋ですが、成長戦略の推進として、成

長分野への集中投資、新製品や海外事業の拡大、2027年度以降の売上拡大に貢献する新事業

の創出がR&D戦略の肝となっています。
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前中期経営計画で新製品の売上高は1.7倍に拡大し、売上高1兆円、営業利益率8%達成に貢献

しました。2026年度中期経営計画では成長領域としてGX、DX、グローバルの分野に新製品を継続

して生み出す研究開発を目指し、新製品の投入と革新的GX技術への挑戦を進めていきます。

2030年以降に、カーボンニュートラルのリーディングカンパニーへ飛躍する思いで、成長領域の新製品

の伸長と、GX新製品の展開に向けて、研究開発を推進していきたいと考えております。
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研究開発戦略ポートフォリオについてご説明します。

研究開発方針は、「事業に貢献する研究開発」と「未来を創る研究開発」の両輪を推進し、持続的

な成長に貢献する、としています。

主要施策について、3つのポイントを記載していますが、図で詳しく説明いたします。図の左半分は既

存のマーケットであり、右半分は成長している市場や新規のマーケットを示しています。また、下半分は

参入済のマーケットであり、上半分は開拓途上、もしくは新規のマーケットと位置づけて、4つの象限に

示されています。

左下の現行領域のマーケットのCAGRは2～9%と見込んでおり、こちらの領域では現行事業の維持

拡大に向けた次世代機の開発や競争力の強化、プラットフォーム開発の拡充を進めていきます。これ

はベースロードとして位置付けられています。

成長領域は、グローバル商材、GXの商材、DXの商材を2026年度までに投入する計画です。CAGR

は6～20%程度の比較的高い領域になります。

右上の新領域は、富士電機にとっての新たな市場であり、2030年以降の拡大が見込まれています。

そこを見据えて、GXの新技術獲得と新製品の創出に取り組みます。具体的には、燃料転換（水素

やアンモニア）、CO2の回収、熱電化システム、直流配電、蓄エネルギーなどのR&Dを推進していきま

す。
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研究開発投資については、成長領域と新領域に重点を置きます。

成長領域の投資額は、3年間累計で720億円となり、前中期経営計画の1.3倍です。新領域への投

資額は110億円となり、前中期経営計画の約3倍です。研究開発費の総額は、3年間で1,300億円

とし、2021年から2023年の3年累計に対して245億円増額させる計画です。

11



セグメント別の研究開発費です。

エネルギーとインダストリー、半導体へは研究開発費総額の82%を投じる計画としています。連結売

上高に占める研究開発費の割合は、直近の3年間で3.5%でしたが、今後の3年間では3.7%に増加

させます。1,300億円を投入し成長領域や新領域の製品強化に取り組む計画です。
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このあと、各事業本部から2026年度の研究開発計画について説明します。

それぞれのセグメントの事業環境、事業機会、市場動向、技術的な要望、重点開発テーマについて

説明します。重点テーマについては特に成長が見込まれる領域であるグローバル、GX、DXについて掘

り下げて説明します。

最後に、今後も皆様のご期待に応えられるよう、研究開発部門一丸となって当社の成長戦略を牽

引し、企業価値を向上するよう努めてまいりたいと思います。今後ともよろしくお願い申し上げます。
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